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令和元年度第３回 愛西市子ども子育て会議 会議録（概要） 

会 議 名 令和元年度第３回 愛西市子ども子育て会議 

開 催 日 時 令和２年２月２１日（金）午後２時００分から午後３時００分まで 

開 催 場 所 愛西市役所 北館３階 災害対策本部兼会議室 

出 席 者 別紙のとおり  

欠 席 者 青木夕紀子委員、安逹和枝委員 

議 事 等 

●議事 

（１）第２期愛西市子ども・子育て支援事業計画（案）について 

（２）第２期愛西市子育て応援プラン（案）について 

 

公開／非公開の別 公開 

非公開の理由 ― 

傍聴人の数 ０人 

会 議 資 料 

資料１ 「第２期愛西市子ども・子育て支援事業計画(案)」に対す

る市民意見募集結果 

資料２ 第２期愛西市子ども・子育て支援事業計画(案) 

資料３ 「第２期愛西市子育て応援プラン(案)」に対する市民意見

募集結果 

資料４ 第２期愛西市子育て応援プラン（案） 

審 議 経 過 別紙のとおり 
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愛西市子ども子育て会議委員 

役  職 氏   名 備   考 

委員 吉村 譲  

〃 渡邉 祐香理  

〃 佐藤 言葉  

〃 諏訪 淑子  

〃 山北 茂代  

〃 堀田 真吾  

〃 吉川 哲也  

〃 青木 夕紀子 欠席 

〃 安逹 和枝 欠席 

〃 大江 千恵子  

〃 黒田 意津美  

〃 佐合 理枝  

〃 飯野 大輔  

 

事務局 

役   職 氏   名 備   考 

健康福祉部長 伊藤 裕章  

子育て支援事業担当部長

兼児童福祉課長 
中野 悦秀  

健康福祉部参事 兼子 利雄  

児童福祉課 課長補佐 伊藤 義幸  

課長補佐 佐藤 安成  

主査 堀田 紫津子  

主査 木村 純子  
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審 議 経 過 

発言者 内容（概要） 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

開会 

この会議については、公開となっているが、本日の傍聴はなし。 

 

（会長あいさつ） 

 

（議長は会長になり議事進行） 

  

協議事項（１）第２期愛西市子ども・子育て支援事業計画（案）につい

て、事務局から説明をお願いします。 

 

資料１、資料２に基づき説明 

 

委員の皆様から意見、質問はありますか。 

 

待機児童は無いということでよいか。 

 

現時点で、待機児童は無い。 

 

放課後児童クラブについても充足されていると見てよいか。 

 

放課後児童クラブについてもニーズに対応して受け入れており、待機は

無い。 

 

意見募集の結果について、毎回このような件数なのか。 

 

計画によって異なる。意見が多い計画もあれば、全く意見がないものも

ある。今回の計画（案）については、おひとりから１件のみの意見だった。 

 

１件しか出てこなかった要因というのはあるのか。 

せっかく意見募集をするのであれば、目につきやすい場所への掲示や報

奨金を出す等、意見を出す側にメリットのある方法を検討してはどうか。 

 

パブリックコメントについて、計画（案）の掲示場所等は担当課で決め

られている。 

意見の数は、計画の内容によって様々である。ご提案があった報奨金等

について、市としては考えていない。掲示場所については、今後担当課と

協議し検討していく。 

 

報奨金はただの一例である。意見募集について知る機会は、ホームペー
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事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

ジ掲載だけでは不十分であると思う。 

 

今回は、市役所、各支所、文化会館、佐織公民館に掲示した。以前は各

地区のコミュニティセンター等にも掲示されていたが、見直しにより現在

のようになっている。 

 

病児・病後児保育について、愛西市は医療機関への委託が難しいと聞い

ている。医療機関との連携について、今後検討いただきたい。 

 他市において、産婦の健診を実施し、新生児への虐待や産後うつの予防

を図る等を計画に入れている。計画を推進していく中で、計画になくても

必要な事業等は検討していただきたい。 

 

計画を進める中でも、お気づきの点等あれば子ども子育て会議等でお聞

かせいただきたい。 

 

 意見募集について、各園に依頼をいただければ園児の保護者に周知する

ことは可能だと思うので参考にしていただきたい。 

 

 いただいたご意見を参考に、より多くの意見をいただけるような周知方

法を今後検討していく。 

 

協議事項（２）第２期愛西市子育て応援プラン（案）について事務局か

ら説明をお願いします。 

 

 資料３、資料４に基づき説明 

 

委員の皆様から意見、質問はありますか。 

 

 Aisai・ママ・マルシェの事業評価が「B」となっている。 

 イベント自体はとても盛り上がっており、参加者も多かったと思うが、

この評価となっているのは目標値に達していないということか。 

 

 今回の事業評価では目標値を設定しておらず、事業担当課で事業を評価

している。 

 Aisai・ママ・マルシェについては、年々出店数・来場者数も増加してき

ているものの、今後解決すべき課題もあり、発展途上という意味合いを含

めて「A（目標を達成）」ではなく「B(推進できた)」と評価した。 

これから評価 A をめざし、内容や周知方法等を検討していく。 

 

児童発達支援事業について、以前、療育施設の統合等の話があったが、

その後どうなったか。 

 

 「あいさいわかば」は、以前立田地区・八開地区の２か所で行っていた
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会長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

が、平成３０年６月から立田地区１か所、同じ施設の１階と２階で行って

いる。 

 また、昨日記者発表を行ったが、児童発達支援センターを立田地区石田

町内に建築を予定している。 

 

 児童発達支援センターについて、計画には反映させないということで良

いか。 

 

 まだ予算計上もされていない段階だったので、計画には記載しないがセ

ンター設置に向けて進めていく。 

 

保育園による一時預かり事業について、平成３０年度から利用実績が急

増している。周知方法を変更した等の要因はあるのか。 

 

一時預かり事業は、公立保育園にて余裕活用型で行っている。あくまで

利用者数に余裕がある場合に行っており、広く周知はしていないが、平成

３０年度はたまたま利用者数が多かったという状況。 

 

 特に拡大する予定もないということか。 

 

 保育士の人材確保が困難であり、拡大の予定はない。 

 

 この事業は案外需要があると思われる。就労要件等の縛りがないので、

一時預かり事業を利用することで、虐待予防や育児負担感の軽減につなが

るのではないか。 

 

 ご意見は参考にさせていただく。 

 

 その他、事務局から連絡があればお願いします。 

 

今後の予定について、本年度の子ども子育て会議は今回で終了となる。

子ども・子育て支援事業計画及び子育て応援プランは、この案を基に策定

及び印刷をさせていただき、概要版とともに各関係機関や委員へ配布し、

ホームページでも閲覧できるようにする予定。 

  

 子どもは１８歳までと規定されているが、事業内容を見てもその年齢ま

で対象となっていないものが多い。これについて市はどのように考えてい

るのか。 

 近隣でも、高校に入学しても不登校や中退した事例を複数聞く。この年

代の子や保護者はどこに相談したらいいのか。 

 子どもの遊び場については少しずつ増えている印象はあるが、中高生が

利用できる場ができないものか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

平成２９年６月から子育て世代包括支援センター「あいさいっ子相談室」

を開設している。母子コーディネーターを児童福祉課と健康推進課に複数

名ずつ配置している。おおむね１８歳までのお子さんに関する相談・支援

を行っている。相談窓口としての周知が行き届いていない点を鑑み、今後

も周知していく。 

 実際、高校生の不登校に関する相談を数件受けている。引き続き支援及

び周知をしていく。 

 

市への相談は数件かもしれないが、少なくとも我が子と同学年の子だけ

でも４、５人は把握している。また、それ以外の学年でも複数聞いており、

見えないところにたくさんいると思う。小さなお子さんに目が行きがちだ

が、今後この年代への支援がどのように充実されるか期待したい。 

 

 確認だが、今回協議事項であがっている事業計画と応援プランについて、

審議及び承認はどこでされるのか。 

 先程の事務局の説明では、この内容で印刷に入るとのことだったが、議

会かどこかで審議し、確定されるのが本来の形ではないか。 

 

 本日、この会議で決定されるべき事項であるので、この場で審議及び承

認をいただきたい。 

 

 今回、ご意見をいただいた第２期愛西市子ども子育て支援事業計画及び

第２期愛西市子育て応援プランについて、ご承認いただけたということで

良いか。 

 

異議なし 

 

（閉会あいさつ） 

 

 

 


